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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞

・春本　司郎　様～喫煙管理を開始して１ヶ月以上経過しています｡担当スタッフは、本人の管理意識を確認して今後の管理のあり方について検討して下さい。

・救急カートのビタカンファが期限切れ、製造中止のため薬局に返却しています｡現在代用品を検討しており、決まり次第薬局より連絡が入ります。

・４月１６日の人事異動に伴い、各スタッフは担当業務の整理を行い引継ぎがすぐに行え、スムーズに業務に当たれる様に進めて下さい。

・書籍（精神看護エクスペール）が４月７日まで回覧されています｡各自確認し、購入希望者は注文書に記入して下さい。

・佐々木　みね様～服薬時、錠剤を手に隠したり、タオルに吐き出したりと拒薬行為が続いています。スタッフが薬包を破り手のひらに渡し確認する統一した対応を行って行きましょう。また、ＳＳＴの短期目標を「服薬後、飲みましたと口の中を見せる」としています｡本人より不満が聞かれる時などは拒薬があるため行っている事を説明して、十分に観察していきましょう。

・晴山　美智子様～個別の運動プログラムを検討しています｡飽き易い性格だからと話されていますが、継続して行える様に月曜日・木曜日はレクリエーションの時間帯でダンスやスポーツ的な種目を提供出来る様にレク担当スタッフと相談して進めて行きましょう。

＜看護度の評価検討＞

・佐々木　みね様～妄想発言聞かれていますが、精神状態としては精神症状は固定化していますが安定し日常生活への大きな支障はありません｡保清面も保たれており、日課は行う事出来ています。日常生活の質を低下させず生活する事が今後の目標となり、必要に応じた支援が必要です｡

看護度はＢ－Ⅲ（断続的な観察必要・必要に応じた指導）とします｡

・村上　幸子　様～パジャマからの更衣は行える様になっていますが、モーニングケアは再三の声掛けを要しています。また、入浴準備や洗濯の声掛け・見守りが必要で、入浴時の洗髪は殆ど行われずスタッフ介入しており、日常生活支援の導入を検討していきます｡精神症状は抑うつ状態続いています。担当スタッフはチェックリストの使用方法について説明し準備をお願いします。

　　　　　　　　　看護度はＢ－Ⅱ（断続的な観察必要・部分的介助、継続指導）とします｡

・畑山　勝司　様～日課等スムーズに行えており、日常生活面での支援は必要ありませんが、対人関係を持つ事が苦手な様子見られています。看護度はＣ－Ⅳ（症状は安定している・社会復帰援助）として、状態観察して行きましょう｡

・晴山　美智子様～精神症状的には落ち着いており、社会復帰が今後の目標になります。個別運動プログラムを進めていきましょう。

　　　　　　　　　看護度はＣ－Ⅳ（症状は安定している・社会復帰援助）とします｡

